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②学校と地域
の課題

青少年の健全
育成

社会経験が乏しく、生活習慣や
学習習慣に課題があり、規範意
識や学力の低下にもつながって
いる。

地域の方とのふれあい体験、あいさ
つと見守り活動、児童生徒のアイデ
アを活かした委員会活動等で規範
意識の向上や規則正しい生活習慣
の定着を目指すとともに、様々な体
験活動を通して、児童・生徒の自尊
感情を高める。

地域の方や登下校の見守りボラン
ティアの方に、自ら進んで挨拶で
きる子どもを増やす。
将来の夢や目標をもって生き生き
と活動する児童・生徒を増やす。

全国学力・学習状況調査の
「将来の夢や目標をもってい
ますか」という質問事項で、
「もっている」「どちらかといえ
ばもっている」と答えた小・中
学生の割合

70 ％ 80 70 2

目標値の達成にまでは至っていないが、どの地域
学校協働本部においても、登下校の見守り活動ボラ
ンティアさんに自ら進んで挨拶する児童・生徒が増
えつつある。
また、子ども自らが呼びかけ、児童会等が中心にな
り「あいさつ運動」に取り組む姿も生まれてきてい
る。
今後は、このような児童・生徒の発想を大切にした
活動をさらに進めて行きたい。

③学校と家庭
の課題

読書習慣の定
着・読書体験

の充実

学校や家庭で進んで読書をする
子どもが少ない。
文章を的確に読み取る力や自
分の考えを文章や言葉で相手に
わかりやすく伝える力が弱い。

学力の基本となる読解力を高める
ため、図書ボランティアや読み聞か
せボランティアと連携し、読書好きな
子どもを育て、読書習慣の定着を目
指す。

地域の方々と連携し、読み聞かせ
活動や図書環境整備活動をさらに
充実させ、本好きの子どもを育て
る。

全国学力・学習状況調査の
「読書は好きですか」という質
問事項で、「好き」「どちらかと
いえば好き」と答えた小・中学
生の割合

60 ％ 70 64 2

若干の取組の成果は見られるが、目標値達成には
至っていない。市内全ての地域学校協働本部にお
いて、地域の方々の積極的な参加による、読み聞か
せ活動や図書環境整備活動が盛んに行われ、年間
図書貸出目標を達成した学校も出てきている。
今後は、学校だけの取組のとどまらず、保護者も巻
き込んだ家庭での読書習慣の定着にも取組を進め
て行きたい。

令和５年度に「奈良県学校・地域パートナーシップ事業」で重点的に取り組む課題に応じた目標等の報告


